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NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合での指摘事項の回答にっいて

口指摘事項①

模擬燃料集合体を用いた実証試験の結果をもって、収納物(原子燃料工
業製燃料集合体)の損傷状態を予想できるとを説明すること。模擬燃料
集合体では燃料棒亀裂が確認されたものの亀裂力Ⅵはいためペレットの脱
落等が発生しないと説明されているが、収納物に対しても同じことが言えるか
説明すること。
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NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合での指摘事項の回答にっいて

口指摘事項①の回答

》(ロ)A付属資料1にて述ベたように、CTU落下試験時において亀裂の発生した燃料棒は、
いずれも集合体の四隅にある燃料棒であった(P3参照)。特定の場所にのみ燃料棒の亀裂
が確認されたことを考えると、単純な燃料棒と下部ノズル上面が衝突による燃料棒の圧縮や
座屈が原因ではない。

》燃料棒に曲がりが発生。燃料棒の亀裂はすべて下部端栓溶接部で発生。

》 CTU落下試験後の下部ノズル脚部は座屈。それ{こ伴い下部ノズル上面も大きく変形し、四

隅が大きく変形(P4参照)。
》以上のことから、CTU落下試験時に発生した燃料棒亀裂の発生要因は以下の通りであると

考えられる(P5参照)。
・落下の衝撃で下部ノズルの脚が座屈し、下部ノズル上面に曲がりが発生

・下部ノズルの四隅に発生した曲がり{こよって、下部ノズルと燃料棒が接触し、集合体四
隅の燃料棒が湾曲

・下部端栓と被覆管の境目である下部端栓溶接部に曲け応力が集中し、溶接部に亀裂
が発生。
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NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)にイ系る審査会合での指摘事項の回答にっいて

口指摘事項①の回答

Nucleヨr Fι"11

塗りつぶした燃料棒に
亀裂発生

吐d_

コルクラバ、ーノtツド

下部ノズル側からの断面

図1.割れが発生した燃料棒の配置
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NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合での指摘事項の回答にっいて

Nudear Fι聆11nt食.1弐"6,吐d_

口指摘事項①の回答

図2.CTU落下試験後の下部ノズル



NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合での指摘事項の回答にっいて

口指摘事項①の回答

肌1肌1肌
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図3.落下による燃料棒割れのイメージ図



NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合での指摘事項の回答にっいて

口指摘事項①の回答

214

(15,17型)

4ρ57

Nudeヨr Fι聆11 吐d_

3β66

(14,15型の一部)
0.57

17型タイプ57

下部ノズル長さや集合体重量の違いから、模擬燃料集合体の方が下部ノズルの変形量は
大きくなると考えられる。また、下部端栓端部から溶接部までの長さの違いから、模擬燃料
集合体の方が溶接部に発生する曲け応力は大きくなると考えられる。

各部材の機械特性は同等。

燃料棒亀裂ヘの影響



NFK・MPC・2008035

核燃料輸送物設計承認申請(Trave11erxL型)に係る審査会合でのチ日商事項の回答にっいて

口指摘事項①の回答

》亀裂の発生した燃料棒の位置や下部ノズルの変形挙動から、CTU落下
試験によって発生した燃料棒亀裂は、下部ノズルに変形が生じて集合体
の四隅にある燃料棒と接触し、燃料棒曲げが発生したことが原因で発生
したことがわかった。亀裂の発生要因から、集合体の構造の違いにより、燃
料集合体と模擬燃料集合体のどちらに亀裂が発生しやすぃか考察したと
ころ、模擬燃料集合体の方が亀裂が発生しやすい構造であることがわかっ
た。

以上のことから、模接融然料集合体を用いた評価は保守的な評価となっており、

NF1製燃料集合体を落下させた場合の亀裂は模擬燃料集合体より小さく
なる。よって、燃*淋奉からペレットの脱落は発生しないといえる。
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